
(57)【要約】

【課題】可変気筒システムを備えた多気筒エンジンにお

いて、簡易な構成にて停止気筒の再始動時に空燃比の制

御性を向上させること。

【解決手段】所定運転条件下でエンジン１０の各気筒を

稼働気筒１０ｂ，１０ｃおよび休止気筒１０ａ，１０ｄ

とする可変気筒システムと、吸排気弁の開閉動作タイミ

ングを可変制御する可変バルブタイミング機構とを備え

たエンジン１０の制御装置において、ＥＣＵ６０は、休

止気筒１０ａ，１０ｄの吸気弁を閉じるとともに、排気

バイパス通路３０，４０の排気バイパス弁３０ａ，４０

ａを開けて、稼働気筒１０ｂ，１０ｃの排気管２０ｂ，

２０ｃから排気ガスの一部を休止気筒１０ａ，１０ｄに

導入するようにした。これにより、休止気筒１０ａ，１

０ｄのバルブ温度を高温に保ち、再始動時に燃料を蒸発

し易くできるので、空燃比センサ５０の検出値に基づい

た空燃比の制御性を向上させることができる。

【選択図】　　　　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 複 数 の 気 筒 を 有 す る 内 燃 機 関 の 運 転 条 件 に 応 じ て 、 特 定 の 前 記 気 筒 へ の 燃 料 噴 射 を 停 止
し て 休 止 気 筒 と し 、 ま た は 当 該 休 止 気 筒 へ の 燃 料 噴 射 を 再 開 し て 稼 動 さ せ る こ と に よ り 稼
動 気 筒 の 数 を 変 更 す る 可 変 気 筒 シ ス テ ム と 、
　 前 記 気 筒 の 吸 気 弁 お よ び 排 気 弁 の 開 閉 動 作 タ イ ミ ン グ を 可 変 制 御 す る 可 変 バ ル ブ タ イ ミ
ン グ 機 構 と 、
　 を 備 え た 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 に お い て 、
　 前 記 稼 働 気 筒 の 排 気 ガ ス を 前 記 休 止 気 筒 に 導 入 す る 排 気 ガ ス 導 入 手 段 を 更 に 備 え 、
　 一 部 の 前 記 気 筒 を 前 記 可 変 気 筒 シ ス テ ム に よ っ て 休 止 気 筒 と す る 場 合 に は 、 前 記 可 変 バ
ル ブ タ イ ミ ン グ 機 構 に よ っ て 前 記 休 止 気 筒 の 前 記 吸 気 弁 を 閉 じ る と と も に 、 前 記 排 気 ガ ス
導 入 手 段 に よ っ て 前 記 稼 働 気 筒 の 前 記 排 気 ガ ス を 前 記 休 止 気 筒 に 導 入 す る こ と を 特 徴 と す
る 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 排 気 ガ ス 導 入 手 段 は 、 前 記 稼 働 気 筒 の 排 気 管 と 前 記 休 止 気 筒 の 排 気 管 と を 連 通 す る
排 気 バ イ パ ス 通 路 と 、 前 記 排 気 バ イ パ ス 通 路 を 開 閉 す る 排 気 バ イ パ ス 弁 と を 備 え 、
　 前 記 排 気 ガ ス 導 入 手 段 に よ っ て 前 記 稼 働 気 筒 の 前 記 排 気 ガ ス を 前 記 休 止 気 筒 に 導 入 す る
際 に は 、 前 記 排 気 バ イ パ ス 弁 と 前 記 休 止 気 筒 の 前 記 排 気 弁 と を 開 け る こ と を 特 徴 と す る 請
求 項 １ に 記 載 の 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 機 関 運 転 状 態 に 応 じ て 稼 動 気 筒 数 を 変 更 可 能 な 可 変 気 筒 シ ス テ ム を 備 え た
内 燃 機 関 の 制 御 装 置 に 関 し 、 更 に 詳 し く は 、 簡 易 な 構 成 に て 停 止 気 筒 の 再 始 動 時 に 空 燃 比
の 制 御 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 近 年 、 自 動 車 等 に 搭 載 さ れ る 内 燃 機 関 で は 、 燃 料 消 費 量 の 低 減 や 混 合 気 の 燃 焼 状 態 を 安
定 さ せ る こ と を 目 的 と し て 、 機 関 運 転 状 態 に 応 じ て 稼 動 気 筒 数 を 変 更 す る 技 術 が 提 供 さ れ
て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 一 般 に 、 ア イ ド リ ン グ 時 等 、 内 燃 機 関 に 余 剰 出 力 の あ る 状 態 で は 、 各 気 筒 に か か る 負 荷
が 小 さ い た め 、 圧 縮 行 程 に お け る 吸 排 気 損 失 （ ポ ン ピ ン グ ロ ス ） が 大 き く な り 、 燃 焼 効 率
が 悪 く な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の た め 、 上 記 技 術 で は 、 複 数 の 気 筒 を 有 す る 多 気 筒 内 燃 機 関 の 場 合 に 、 特 定 の 気 筒 へ
の 燃 料 噴 射 を 停 止 し て 休 止 さ せ 、 燃 料 が 供 給 さ れ る 稼 動 気 筒 の 負 荷 を 高 め て 効 率 を 上 げ る
こ と に よ り 、 燃 費 向 上 を 図 っ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の よ う な 可 変 気 筒 シ ス テ ム を 備 え た 内 燃 機 関 に あ っ て は 、 休 止 気 筒 で は 燃 焼 に よ る 熱
発 生 が な く 、 バ ル ブ 温 度 、 特 に 吸 気 弁 の 温 度 が 低 下 す る た め 、 休 止 気 筒 を 再 始 動 さ せ た 時
に 噴 射 燃 料 が 蒸 発 し に く く な る 。 こ の た め 、 空 燃 比 の 制 御 性 が 悪 化 し て し ま う 虞 が あ っ た
。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 こ の よ う な 課 題 を 解 決 す る 従 来 技 術 と し て 、 た と え ば つ ぎ の よ う な も の が 提 案 さ れ て い
る 。 す な わ ち 、 複 数 気 筒 の う ち の 一 部 気 筒 の 休 止 時 に 、 こ の 休 止 気 筒 の 吸 気 弁 お よ び 排 気
弁 を 開 固 定 し 、 稼 働 気 筒 の 排 気 ガ ス を こ の 休 止 気 筒 を 介 し て 当 該 稼 働 気 筒 の 吸 気 通 路 に 還
流 す る こ と で 燃 料 気 化 を 促 進 等 す る 技 術 が 提 案 さ れ て い る （ た と え ば 、 非 特 許 文 献 １ 参 照
） 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
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　 ま た 、 一 部 気 筒 の 休 止 時 に 休 止 気 筒 の 温 度 低 下 を 抑 制 す る た め に 、 稼 働 気 筒 の 排 気 ガ ス
の 排 気 熱 を 熱 交 換 器 に よ っ て 空 気 に 供 給 し 、 こ の 加 熱 さ れ た 空 気 を 休 止 気 筒 に 導 入 す る 技
術 が 提 案 さ れ て い る （ た と え ば 、 特 許 文 献 １ 参 照 ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 非 特 許 文 献 １ 】 ト ヨ タ 技 術 公 開 集 　 １ ５ ２ ０ ０
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 昭 ５ ５ － ７ ８ １ ３ ５ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 上 述 し た よ う に 、 可 変 気 筒 シ ス テ ム を 備 え た 内 燃 機 関 に あ っ て は 、 休 止 気 筒 で は 燃 焼 に
よ る 熱 発 生 が な く バ ル ブ 温 度 が 低 下 す る た め 、 休 止 気 筒 を 再 始 動 さ せ た 時 に 噴 射 燃 料 が 蒸
発 し に く く な り 、 空 燃 比 の 制 御 性 が 悪 化 し て し ま う 虞 が あ っ た 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 こ の 課 題 を 解 決 す べ く 提 供 さ れ た 上 記 非 特 許 文 献 １ に 係 る 従 来 技 術 に あ っ て は 、
休 止 気 筒 の 吸 気 弁 お よ び 排 気 弁 が 開 固 定 さ れ 、 稼 働 気 筒 の 吸 気 通 路 に も 排 気 ガ ス が 還 流 す
る の で 、 も と も と 燃 焼 が 遅 く 燃 焼 温 度 も 低 い 休 止 気 筒 の 再 始 動 時 （ 冷 間 時 ） に は 、 燃 焼 を
悪 化 さ せ 、 失 火 等 が 発 生 す る 虞 も あ る の で 、 空 燃 比 の 制 御 性 が 更 に 悪 化 し て し ま う 虞 が あ
っ た 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 上 記 特 許 文 献 １ に 係 る 従 来 技 術 に あ っ て は 、 休 止 気 筒 へ 供 給 す る 空 気 に 稼 働 気 筒
の 排 熱 を 供 給 す る た め の 熱 交 換 器 を 要 す る な ど 、 装 置 構 成 が 複 雑 化 し 、 コ ス ト ア ッ プ を 招
く 虞 も あ っ た 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ っ て 、 簡 易 な 構 成 に て 停 止 気 筒 の 再 始 動 時
に 空 燃 比 の 制 御 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 を 提 供 す る こ と を 目 的 と
す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 述 し た 課 題 を 解 決 し 、 目 的 を 達 成 す る た め に 、 こ の 発 明 の 請 求 項 １ に 係 る 内 燃 機 関 の
制 御 装 置 は 、 複 数 の 気 筒 を 有 す る 内 燃 機 関 の 運 転 条 件 に 応 じ て 、 特 定 の 前 記 気 筒 へ の 燃 料
噴 射 を 停 止 し て 休 止 気 筒 と し 、 ま た は 当 該 休 止 気 筒 へ の 燃 料 噴 射 を 再 開 し て 稼 動 さ せ る こ
と に よ り 稼 動 気 筒 の 数 を 変 更 す る 可 変 気 筒 シ ス テ ム と 、 前 記 気 筒 の 吸 気 弁 お よ び 排 気 弁 の
開 閉 動 作 タ イ ミ ン グ を 可 変 制 御 す る 可 変 バ ル ブ タ イ ミ ン グ 機 構 と 、 を 備 え た 内 燃 機 関 の 制
御 装 置 に お い て 、 前 記 稼 働 気 筒 の 排 気 ガ ス を 前 記 休 止 気 筒 に 導 入 す る 排 気 ガ ス 導 入 手 段 を
更 に 備 え 、 一 部 の 前 記 気 筒 を 前 記 可 変 気 筒 シ ス テ ム に よ っ て 休 止 気 筒 と す る 場 合 に は 、 前
記 可 変 バ ル ブ タ イ ミ ン グ 機 構 に よ っ て 前 記 休 止 気 筒 の 前 記 吸 気 弁 を 閉 じ る と と も に 、 前 記
排 気 ガ ス 導 入 手 段 に よ っ て 前 記 稼 働 気 筒 の 前 記 排 気 ガ ス を 前 記 休 止 気 筒 に 導 入 す る こ と を
特 徴 と す る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 し た が っ て 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 一 部 の 気 筒 を 休 止 す る 場 合 に そ の 吸 気 弁 を 閉 じ る こ と
で 、 休 止 気 筒 に 排 気 ガ ス が 導 入 さ れ た 際 に 、 こ の 排 気 ガ ス が サ ー ジ タ ン ク 等 の 吸 気 系 に 還
流 す る こ と が な い 。 こ れ に よ り 、 も と も と 燃 焼 の 遅 い 再 始 動 時 に 燃 焼 を 悪 化 （ 燃 焼 速 度 の
低 下 ） さ せ 、 失 火 等 が 発 生 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 排 気 ガ ス が 休 止 気 筒 に 導 入 さ れ る こ と に よ り 、 バ ル ブ 温 度 が 高 温 に 保 た れ 、 再 始
動 時 に 燃 料 が 蒸 発 し 易 い 状 態 に な る 。 こ の 結 果 、 燃 費 性 能 が 向 上 す る と と も に 、 特 に 炭 化
水 素 （ Ｈ Ｃ ） お よ び 煤 の 排 出 量 が 低 減 す る 。 し た が っ て 、 休 止 気 筒 の 再 始 動 時 に 空 燃 比 の
制 御 性 が 向 上 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の 請 求 項 ２ に 係 る 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 は 、 請 求 項 １ に 記 載 の 発 明 に お い
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て 、 前 記 排 気 ガ ス 導 入 手 段 は 、 前 記 稼 働 気 筒 の 排 気 管 と 前 記 休 止 気 筒 の 排 気 管 と を 連 通 す
る 排 気 バ イ パ ス 通 路 と 、 前 記 排 気 バ イ パ ス 通 路 を 開 閉 す る 排 気 バ イ パ ス 弁 と を 備 え 、 前 記
排 気 ガ ス 導 入 手 段 に よ っ て 前 記 稼 働 気 筒 の 前 記 排 気 ガ ス を 前 記 休 止 気 筒 に 導 入 す る 際 に は
、 前 記 排 気 バ イ パ ス 弁 と 前 記 休 止 気 筒 の 前 記 排 気 弁 と を 開 け る こ と を 特 徴 と す る も の で あ
る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 し た が っ て 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 稼 働 気 筒 の 排 気 ガ ス の 一 部 は 、 排 気 バ イ パ ス 通 路 、 休
止 気 筒 の 排 気 管 お よ び 排 気 弁 を 経 て 休 止 気 筒 内 に 容 易 に 導 入 さ れ る の で 、 バ ル ブ 温 度 が 高
温 に 保 た れ 、 休 止 気 筒 の 再 始 動 時 に 燃 料 が 蒸 発 し 易 く な る 。 ま た 、 排 気 バ イ パ ス 通 路 を 設
け た こ と に よ り 、 休 止 気 筒 へ の 流 路 を 短 く 形 成 で き る の で 、 排 気 ガ ス の 温 度 低 下 を 低 減 す
る こ と が で き 、 よ り 高 温 の 排 気 ガ ス を 休 止 気 筒 へ 導 入 す る こ と が で き る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 こ の 発 明 に 係 る 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 （ 請 求 項 １ ） に よ れ ば 、 一 部 の 気 筒 を 休 止 す る 場 合
に 吸 気 弁 を 閉 じ る こ と で 、 休 止 気 筒 に 排 気 ガ ス が 導 入 さ れ た 際 に そ の 吸 気 系 に 還 流 す る こ
と が な い の で 、 再 始 動 時 に 燃 焼 を 悪 化 さ せ 、 失 火 等 が 発 生 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る
。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ま た 、 排 気 ガ ス が 休 止 気 筒 に 導 入 さ れ る こ と に よ り 、 バ ル ブ 温 度 が 高 温 に 保 た れ 、 休 止
気 筒 の 再 始 動 時 に 燃 料 を 蒸 発 し 易 く で き る の で 、 空 燃 比 の 制 御 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 に 係 る 内 燃 機 関 の 制 御 装 置 （ 請 求 項 ２ ） に よ れ ば 、 排 気 ガ ス 導 入 手 段 を
簡 易 に 構 成 す る こ と が で き る と と も に 、 稼 働 気 筒 の 排 気 ガ ス の 一 部 を 排 気 バ イ パ ス 通 路 、
休 止 気 筒 の 排 気 管 お よ び 排 気 弁 を 経 て 休 止 気 筒 内 へ と 容 易 に 導 入 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 以 下 に 、 こ の 発 明 に 係 る 内 燃 機 関 （ 以 下 、 エ ン ジ ン と 称 す る ） の 制 御 装 置 の 実 施 例 を 図
面 に 基 づ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 な お 、 こ の 実 施 例 で は 、 本 発 明 を ４ 気 筒 の エ ン ジ ン に 適 用
し た 例 を 示 す が 、 こ の 実 施 例 に よ り こ の 発 明 が 限 定 さ れ る も の で は な い 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ は 、 こ の 発 明 の 実 施 例 に 係 る エ ン ジ ン の 制 御 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ り 、 排 気 系 の 一
部 を 示 し て あ る 。 エ ン ジ ン １ ０ は 、 １ 番 気 筒 １ ０ ａ 、 ２ 番 気 筒 １ ０ ｂ 、 ３ 番 気 筒 １ ０ ｃ お
よ び ４ 番 気 筒 １ ０ ｄ を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 そ し て 、 こ の エ ン ジ ン １ ０ は 、 所 定 の 運 転 条 件 に 応 じ て 、 特 定 の 気 筒 へ の 燃 料 噴 射 を 停
止 し て 休 止 気 筒 と し 、 ま た は そ の 休 止 気 筒 へ の 燃 料 噴 射 を 再 開 し て 稼 動 さ せ る こ と に よ り
稼 動 気 筒 の 数 を 変 更 す る 可 変 気 筒 シ ス テ ム （ 図 示 せ ず ） を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ こ で は 、 こ の 可 変 気 筒 シ ス テ ム に よ っ て 、 ハ ッ チ ン グ で 示 す １ 番 気 筒 １ ０ ａ お よ び ４
番 気 筒 １ ０ ｄ を 停 止 （ 休 止 ） さ せ 、 ２ 番 気 筒 １ ０ ｂ お よ び ３ 番 気 筒 １ ０ ｃ を 稼 働 さ せ る 場
合 に つ い て 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 ま た 、 こ の エ ン ジ ン １ ０ は 、 図 示 を 省 略 す る が 、 吸 気 系 の 下 流 側 へ 順 に ス ロ ッ ト ル 弁 、
サ ー ジ タ ン ク 、 吸 気 マ ニ ホ ル ド 、 吸 気 弁 等 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 ま た 、 排 気 系 の 下 流 側 へ 順 に 、 排 気 弁 （ 図 示 せ ず ） 、 排 気 マ ニ ホ ル ド ２ ０ 、 排 気 を 浄 化
す る 触 媒 （ 図 示 せ ず ） 、 空 燃 比 を 検 出 す る 空 燃 比 セ ン サ ５ ０ 等 を 備 え て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
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　 ま た 、 上 記 吸 気 弁 お よ び 排 気 弁 は 、 可 変 バ ル ブ タ イ ミ ン グ 機 構 （ 図 示 せ ず ） に よ っ て バ
ル ブ タ イ ミ ン グ や リ フ ト 量 等 を 調 節 で き る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 排 気 マ ニ ホ ル ド ２ ０ は 、 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ ， １ ０ ｄ に 対 応 す る 排 気 管 ２ ０ ａ
， ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ ， ２ ０ ｄ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ま た 、 排 気 管 ２ ０ ａ と 排 気 管 ２ ０ ｂ は 、 排 気 バ イ パ ス 通 路 （ 排 気 ガ ス 導 入 手 段 ） ３ ０ に
よ っ て 連 通 さ れ 、 排 気 管 ２ ０ ｃ と 排 気 管 ２ ０ ｄ は 、 排 気 バ イ パ ス 通 路 （ 排 気 ガ ス 導 入 手 段
） ４ ０ に よ っ て 連 通 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ま た 、 こ れ ら の 排 気 バ イ パ ス 通 路 ３ ０ ， ４ ０ は 、 そ れ ぞ れ 排 気 バ イ パ ス 弁 （ 排 気 ガ ス 導
入 手 段 ） ３ ０ ａ ， ４ ０ ａ に よ っ て 開 閉 さ れ る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 こ れ ら の 排 気 バ イ パ ス 弁 ３ ０ ａ ， ４ ０ ａ は 、 制 御 装 置 で あ る 電 子 制 御 ユ ニ ッ ト （ 以 下 、
Ｅ Ｃ Ｕ と 称 す る ） ６ ０ に よ っ て 開 閉 制 御 さ れ る 。 す な わ ち 、 全 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｂ ， １ ０
ｃ ， １ ０ ｄ を 稼 働 す る 通 常 運 転 の 場 合 に は 、 排 気 バ イ パ ス 弁 ３ ０ ａ ， ４ ０ ａ は 閉 じ ら れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 、 １ 番 気 筒 １ ０ ａ お よ び ４ 番 気 筒 １ ０ ｄ を 停 止 し 、 ２ 番 気 筒 １ ０ ｂ お よ び ３ 番 気 筒
１ ０ ｃ を 稼 働 さ せ る 場 合 で あ っ て 、 後 述 す る よ う に 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ か ら 休 止 気 筒
１ ０ ａ ， １ ０ ｄ へ そ れ ぞ れ 排 気 ガ ス の 一 部 を 導 入 す る 場 合 に は 、 排 気 バ イ パ ス 弁 ３ ０ ａ ，
４ ０ ａ は 所 定 開 度 で 開 か れ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 こ れ に よ り 、 排 気 マ ニ ホ ル ド ２ ０ の 集 合 管 部 分 （ た と え ば 、 空 燃 比 セ ン サ ５ ０ の 下 流 側
） か ら 排 気 管 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｄ に バ イ パ ス さ せ る よ り も 、 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ の 排 気 管
２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ の 長 さ が 短 く な り 、 よ り 高 温 の 排 気 ガ ス が 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ に 導 入
さ れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た エ ン ジ ン １ ０ の 基 本 制 御 は 、 図 示 し な い ク ラ ン ク 角 セ ン サ 、 エ
ン ジ ン 回 転 数 セ ン サ 、 ア ク セ ル 開 度 セ ン サ 、 ス ロ ッ ト ル 開 度 セ ン サ 、 エ ン ジ ン 冷 却 水 温 セ
ン サ 、 空 燃 比 セ ン サ ５ ０ 等 の 各 出 力 値 に 基 づ い て Ｅ Ｃ Ｕ ６ ０ に よ っ て 実 行 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 つ ぎ に 、 本 実 施 例 に 係 る 制 御 方 法 に つ い て 図 ２ に 基 づ い て 図 １ を 参 照 し つ つ 説 明 す る 。
こ こ で 、 図 ２ は 、 制 御 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 な お 、 エ ン ジ ン １ ０ の 基 本 制 御 （ 空 燃 比 セ ン サ ５ ０ の 検 出 値 に 基 づ い た 空 燃 比 制 御 を 含
む ） は 、 公 知 技 術 に よ る 制 御 と 同 様 で あ る の で 詳 細 な 説 明 を 省 略 し 、 本 実 施 例 に 係 る 特 徴
的 な 制 御 方 法 に つ い て 詳 細 に 説 明 す る 。 以 下 の 制 御 は 、 上 記 Ｅ Ｃ Ｕ ６ ０ に よ っ て 実 行 さ れ
る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 こ こ で は 、 ４ 気 筒 の エ ン ジ ン １ ０ に お い て 、 ハ ッ チ ン グ で 示 す １ 番 気 筒 １ ０ ａ お よ び ４
番 気 筒 １ ０ ｄ が 停 止 （ 休 止 ） し 、 ２ 番 気 筒 １ ０ ｂ お よ び ３ 番 気 筒 １ ０ ｃ が 稼 働 す る 場 合 を
、 気 筒 停 止 運 転 状 態 で あ る と す る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 先 ず 、 上 記 の よ う な 気 筒 停 止 運 転 で あ る か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ） 。 気 筒
停 止 運 転 中 で あ る な ら ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ 肯 定 ） 、 排 気 バ イ パ ス 弁 ３ ０ ａ お よ び 排 気 バ
イ パ ス 弁 ４ ０ ａ を 開 け る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ２ ） と と も に 、 休 止 中 の １ 番 気 筒 １ ０ ａ お よ び
４ 番 気 筒 １ ０ ｄ の 吸 気 弁 （ 図 示 せ ず ） を 閉 じ る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 こ の よ う に 吸 気 弁 を 閉 じ る こ と で 、 後 に こ れ ら の 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ に 排 気 ガ ス （
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既 燃 ガ ス ） が 導 入 さ れ た 際 に 、 こ の 排 気 ガ ス が サ ー ジ タ ン ク 等 の 吸 気 系 に 還 流 す る こ と が
な い 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 こ れ に よ り 、 も と も と 燃 焼 の 遅 い 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ の 冷 間 時 に 排 気 ガ ス が 導 入 さ
れ て 燃 焼 を 悪 化 さ せ 、 失 火 等 が 発 生 す る の を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 つ ぎ に 、 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ が 、 燃 焼 行 程 を 終 え 、 排 気 行 程 に 移 行 す る タ イ ミ ン グ
で あ る か 否 か を 判 断 す る た め に 、 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ の ピ ス ト ン （ 図 示 せ ず ） が 下 死
点 （ Ｂ Ｄ Ｃ ） で あ る か 否 か を 判 断 す る （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ ） 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ の ピ ス ト ン が Ｂ Ｄ Ｃ で あ る な ら ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ４ 肯 定 ） 、
こ れ ら の 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ か ら 排 出 さ れ る 排 気 ガ ス を 、 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ に
導 入 す べ く 、 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ の 排 気 弁 （ 図 示 せ ず ） を 開 く （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ５ ）
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 つ ぎ に 、 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ が 排 気 行 程 を 終 え た か 否 か を 判 断 す る た め に 、 稼 働 気
筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ の ピ ス ト ン （ 図 示 せ ず ） が 上 死 点 （ Ｔ Ｄ Ｃ ） で あ る か 否 か を 判 断 す る （
ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ ） 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ の ピ ス ト ン が Ｔ Ｄ Ｃ で あ る な ら ば （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ６ 肯 定 ） 、
稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ か ら 排 出 さ れ た 排 気 ガ ス の 一 部 は 、 そ れ ぞ れ 排 気 バ イ パ ス 通 路 ３
０ ， ４ ０ を 通 っ て 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ に 流 入 す る の で 、 こ れ ら の 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １
０ ｄ の 排 気 弁 （ 図 示 せ ず ） を 閉 じ て （ ス テ ッ プ Ｓ １ ０ ７ ） 、 本 制 御 を 終 え る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 、 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ の 高 温 の 排 気 ガ ス の 一 部 が 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０
ｄ に 導 入 さ れ る の で 、 こ れ ら 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ の バ ル ブ 温 度 （ 特 に 吸 気 弁 の 温 度 ）
が 高 温 に 保 た れ る こ と と な る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 な お 、 上 記 ス テ ッ プ Ｓ １ ０ １ ， Ｓ １ ０ ４ ， Ｓ １ ０ ６ の 各 判 断 に お い て 、 否 定 で あ る 場 合
に は 、 本 制 御 の 対 象 外 で あ る の で 、 つ ぎ の ス テ ッ プ に は 移 行 し な い 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の 制 御 を ク ラ ン ク ア ン グ ル 毎 に 実 行 す る 。 こ れ に よ り 、 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ の
再 始 動 時 に バ ル ブ 温 度 が 高 温 に 保 た れ て い る の で 、 燃 料 が 蒸 発 し 易 く な る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 こ の 結 果 、 燃 費 性 能 が 向 上 す る と と も に 、 特 に 炭 化 水 素 （ Ｈ Ｃ ） お よ び 煤 の 排 出 量 が 低
減 す る 。 し た が っ て 、 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ の 再 始 動 時 に お け る 空 燃 比 の 制 御 性 を 向 上
さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 な お 、 上 記 実 施 例 に お い て は 、 本 発 明 を ４ 気 筒 の エ ン ジ ン １ ０ に 適 用 す る も の と し て 説
明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ ず 、 稼 働 気 筒 の 排 気 ガ ス を 休 止 気 筒 に 導 入 す る た め に 、 上 記 排
気 バ イ パ ス 通 路 ３ ０ ， ４ ０ や 排 気 バ イ パ ス 弁 ３ ０ ａ ， ４ ０ ａ に 相 当 す る バ イ パ ス 手 段 を 備
え た ４ 気 筒 以 上 の 多 気 筒 エ ン ジ ン に 適 用 し て も よ く 、 上 記 と 同 様 の 効 果 を 期 待 で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ま た 、 排 気 ガ ス 導 入 手 段 は 、 排 気 バ イ パ ス 通 路 ３ ０ ， ４ ０ と 、 こ れ を 開 閉 す る 排 気 バ イ
パ ス 弁 ３ ０ ａ ， ４ ０ ａ と を 備 え る も の と し て 説 明 し た が 、 こ れ に 限 定 さ れ な い 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 た と え ば 、 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ の 排 気 管 ２ ０ ｂ ， ２ ０ ｃ と 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ
の 排 気 管 ２ ０ ａ ， ２ ０ ｄ と を 連 通 す る 排 気 バ イ パ ス 通 路 ３ ０ ， ４ ０ を 設 け る の で は な く 、
休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ の 吸 気 管 （ 図 示 せ ず ） と 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ の 排 気 管 ２ ０ ｂ
， ２ ０ ｃ と を 連 通 す る バ イ パ ス 通 路 と 、 こ の バ イ パ ス 通 路 を 開 閉 す る バ イ パ ス 弁 と を 備 え
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、 更 に 上 記 吸 気 管 に 別 途 の バ ル ブ 手 段 を 設 け る 等 し て 稼 働 気 筒 １ ０ ｂ ， １ ０ ｃ の 吸 気 系 へ
の 排 気 ガ ス 混 入 を 防 ぎ な が ら 、 高 温 の 排 気 ガ ス を 休 止 気 筒 １ ０ ａ ， １ ０ ｄ に 導 入 す る 構 成
を 採 用 す る こ と も で き る 。 こ の 場 合 も 、 上 記 と 同 様 の 効 果 を 期 待 で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 以 上 の よ う に 、 こ の 発 明 に 係 る エ ン ジ ン の 制 御 装 置 は 、 可 変 気 筒 シ ス テ ム を 備 え た 多 気
筒 エ ン ジ ン に 有 用 で あ り 、 特 に 、 簡 易 な 構 成 に て 停 止 気 筒 の 再 始 動 時 に 空 燃 比 の 制 御 性 を
向 上 さ せ る こ と を 目 指 す エ ン ジ ン に 適 し て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 に 係 る エ ン ジ ン の 制 御 装 置 を 示 す 模 式 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 制 御 動 作 を 示 す フ ロ ー チ ャ ー ト で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 １ ０ 　 エ ン ジ ン （ 内 燃 機 関 ）
　 １ ０ ａ 　 １ 番 気 筒 （ 休 止 気 筒 ）
　 １ ０ ｂ 　 ２ 番 気 筒 （ 稼 働 気 筒 ）
　 １ ０ ｃ 　 ３ 番 気 筒 （ 稼 働 気 筒 ）
　 １ ０ ｄ 　 ４ 番 気 筒 （ 休 止 気 筒 ）
　 ２ ０ 　 排 気 マ ニ ホ ル ド
　 ２ ０ ａ 、 ２ ０ ｂ 、 ２ ０ ｃ 、 ２ ０ ｄ 　 排 気 管
　 ３ ０ 、 ４ ０ 　 排 気 バ イ パ ス 通 路 （ 排 気 ガ ス 導 入 手 段 ）
　 ３ ０ ａ 、 ４ ０ ａ 　 排 気 バ イ パ ス 弁 （ 排 気 ガ ス 導 入 手 段 ）
　 ５ ０ 　 空 燃 比 セ ン サ
　 ６ ０ 　 Ｅ Ｃ Ｕ （ 制 御 装 置 ）
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